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青木真兵・海青子＝著　名久井直子＝装幀

青木海青子（あおき・みあこ）
1985 年生まれ。「ルチャ・リブロ」司書の傍ら、
「Aokimiako」の屋号で刺繍雑貨を製作・販売。
著書に『本が語ること、語らせること』（夕書房）。

青木真兵（あおき・しんぺい）
1983 年生まれ。障害者の就労支援の傍ら、大
学でも教える。著書に『手づくりのアジール』
（晶文社）、『山學ノオト』シリーズ（HAB）等。
「オムライスラヂオ」も話題。
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本が語ること、語らせること
本体 1,700 円 +税／ 184 頁／四六変型・並製／ ISBN : 978-4-909179-08-1  C0095

夫婦揃って体調を崩した 6 年前、古代地中海研究者の夫・真兵と大学図
書館司書の妻・海青子は、都会から逃げるようにして奈良県東吉野村に
移住、「人文系私設図書館ルチャ・リブロ」を開きます。

「人文学は非常時の学問」であり「地方は日本のフロントライン」だとい
う思想家の内田樹さんや建築家の光嶋裕介さんら、様々な分野の人た
ちとの対話を重ねるうち、「ルチャ・リブロ」は現代社会の価値観から離
れ、人文学を深く考察する知の拠点へと成長していきます。
山村から眺めてみると、日本の未来の姿がくっきりと見えてくる。地に
足をつけてこれからの生き方を考えようとするすべての人に贈りたい、
ある「社会実験」のはじまりの記録です。
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土地に根ざしながらも、土地に縛られずに、時空を自在に行
き来する。そんな新たな共同体の姿に未来の希望を感じた。
̶̶大竹昭子（作家）
地に足のついた生活をしたい、自分の身体と感情に正直な
暮らしをしたい。そう思う２人を、人口減少の村が穏やか
に受け入れる。 ̶̶宇野重規（政治学者、東京大学教授）

話題沸騰！
「ひとり出版社」が出した「ふたり図書館」の話です。
書物は商品ではなく、人が生きるための糧であるという古く
て新しい知見が語られています。̶ ̶内田 樹（思想家）

発信と進化を続ける山村の私設図書館
「ルチャ・リブロ」は、いかにして生まれたか。
地方移住のニュースタンダード、「闘う移住」の物語。


